〔  競  技  注  意  事  項  〕

１　競技は２０１７年日本陸上競技連盟競技規則及び本大会要項，ならびに競技注意事項による。不正スタートは1回で失格とする。
２　競技場に入る際は係の指示に従い，規律ある行動をとること。

３　競技者は定められたナンバーカードを胸と背につけなければならない。ただし，走高跳・棒高跳・走幅跳の選手は胸又は背の片側だけでよい。ナンバーカードは県登録の個人ナンバーとする。

４　腰ナンバー標識（１～８）は400ｍまでは各校で用意すること。800ｍ以上の種目については主催者側で用意する。サイズについてはおおむね縦12㎝，横18㎝とする。文字の大きさは，たて9㎝，横4㎝，文字の太さ1.5㎝とする。

５　登録競技者以外の出場は認めない。

６　招集・点呼については次のように行う。

  (1)　招集は係役員の点呼をもって完了する。

  (2)　トラック種目１５分前,フィールド種目は３０分前までに招集所に集合し,点呼を受ける。

  (3)　招集時刻に遅れた競技者は,当該競技種目を棄権したものとして処理する。

  (4)　招集は直接本人が受けること。ただし，本人が競技中のときは代理人を認める。

  (5)　招集所は100mのスタート付近（第１ゲート外）である。

７　各競技の走路順，試技順はプログラム記載順とする。

８　用具は会場備え付けのものを使用すること。ただし，棒高跳のポールは検定を受けた後，各人のものを使用してもよい。

９　リレーのダッシュラインは使用してもよい。（マークは青色）  

10　リレーのオーダー用紙は招集完了１時間前に１部総務へ提出すること。

　用紙は競技者係（招集所）に用意してある。

11  800mは男女ともオープンコースで行う。

12　トラックは9㎜以下, 走高跳は12㎜以下の平行ピンを使用すること。

13  プログラムの訂正申込は訂正用紙に記入して8時30分までに総務に提出する。プログラムの訂正

　　はアナウンサーを通して行う。

14  走高跳・棒高跳のバーの上げ方及び走幅跳，砲丸投の計測ラインは下記の通りとする。

   <走高跳>

    男子(四種を含む) 1m35 (練習) 1m40 1m45 1m50 1m55 1m60 1m65 1m68・・・以後３㎝きざみ

    女子(四種を含む) 1m15 (練習) 1m20 1m25 1m30 1m35 1m40 1m43　　　・・・以後３㎝きざみ

　 <棒高跳>

　      　    2m50 (練習) 2m60～3m60までは10㎝上げ, 以後５㎝きざみ

　 <走幅跳>

　　　男子   4m80  女子　4m00　とし，有効試技１回目は計測ライン未到達でも計測する。

　 <砲丸投>

　　　男子　 8m00　女子　8m00　とし，有効試技１回目は計測ライン未到達でも計測する。

　　＊トップ８は実施する。

15  マナーについて
・本部前の通行は, 禁止する。ゴミは各校で持ち帰ること。
・体に装着するネックレスやブレスレットなどは禁止とする。
　　・中学生は自動販売機の使用を禁止とする。
